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研究成果の概要（和文）：味覚障害の症状を持つ患者は高齢化とともに増加していたが、味覚障害に対する明確
な治療法は確立されていない。そこで私たちは、味覚障害の新たな治療法として味覚リハビリテーション法を開
発した。味覚リハビリテーション法は、濾紙ディスク法によりその人の味覚閾値周辺の味覚を記憶させることを
基盤としたリハビリテーション法である。健常者を対象にその効果検証を行ったところ、甘味・塩味・酸味・苦
味の4つの基本味すべてにおいて、リハ群では味覚の感受性が優位に高まった。以上のことから、今回開発した
味覚リハビリテーション法は味覚感受性を向上させることが可能であり、味覚障害に対する治療法の1つとなる
ことが期待される。

研究成果の概要（英文）：The number of patients with symptoms of dysgeusia has increased with aging, 
but no clear treatment for dysgeusia has been established. Therefore, we developed a taste 
rehabilitation method as a new treatment for taste disorders. The taste rehabilitation method is a 
rehabilitation method based on memorizing the taste around the taste threshold of the person by the 
filter paper disc method. When the effect was verified in healthy subjects, the rehab group showed a
 dominant increase in taste sensitivity for all four basic tastes of sweet, salty, sour, and bitter.
 Based on the above, the taste rehabilitation method developed this time can improve taste 
sensitivity, and is expected to be one of the treatments for taste disorders.

研究分野：リハビリテーション医学、老年医学

キーワード： 味覚障害　リハビリテーション　4味
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研究成果の学術的意義や社会的意義
近年、高齢化とともに味覚障害患者が増加していることに加え、COVID-19感染後に味覚障害が残存する患者が報
告され、味覚障害はこれまでにない大きな社会問題になっている。しかし、多くの味覚障害はその発生機序が不
明であり、味覚障害に対する明確な治療法は存在していないのが現状である。そのため味覚障害に長的に悩む患
者の急激な増加が危惧される。本研究で、私たちが開発した味覚リハビリテーション法が味覚感受性を改善させ
る可能性があることがわかった。今後、味覚障害患者に対する新たな治療法の一つとして、味覚リハビリテーシ
ョン法が確立することが期待される。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
味覚障害を主訴に医療機関を受診する新規患者は年間約 25万人いるとの報告があり、人口の高
齢化とともに増加傾向である。そのうち亜鉛欠乏などのはっきりとした原因を特定できるもの
は極僅かであり、ほとんどが原因不明の確立された治療法の存在しない味覚障害である。それ自
体生命に直結する障害ではないこともあり、現在の医療において味覚障害は捨て置かれている
障害であるといえる。 
そのような特発性の味覚障害に対して日を当て、味覚障害に対するリハビリテーション医療を
確立することが本研究の目的である。本研究はこれまで耳鼻咽喉科あるいは歯科領域で扱われ
ることの多かった味覚障害という疾患を、リハビリテーションという機能再獲得にむけたケア
を含む包括的なアプローチを行う医療フィールドに持ち込んだことで新規性が高い。また、これ
まで高次脳機能障害、構音障害、嚥下障害のみに限られていた言語聴覚士が取り組んでいく障害
に、味覚障害という新分野を切り開いていく本研究は探索的かつ萌芽的であると思われる。 
本研究の成果は、超高齢社会における食の健康をとりもどし、サルコぺニア・フレイル対策とな
ることが期待される。 
 
２．研究の目的 
高齢化とともに急増している味覚障害は、食欲不振による栄養摂取低下からサルコペニア・フレ
イルをまねき高齢者の生命を脅かす。この多くは原因不明の特発性である。特発性味覚障害に対
してこれまで全く試みられることのなかったリハビリテーションの手法（摂食嚥下リハビリテ
ーションと高次脳機能神経心理訓練）を応用し、有効な治療法を開発することが本研究の目的で
ある。その研究原理としてヒトの味覚情報伝達経路において、島皮質は単に末梢からの味覚情報
を受けるだけでなく、そのシナプス可塑性により味覚情報想起に関与することにより、味覚の受
容・認知において中心的な役割を果たしている（reviewed by Yiannakas & Rosenblum, Front 
Mol 2017）。そのシナプス可塑性の大きさが味覚感受性と密接に相関する（Grabenhorst F, Eur 
J Neurosci 2008, Creb Cortex 2008）ことより、通常短い味覚感覚記憶を、長期記憶に変換する
維持リハーサル訓練を繰り返すことが味覚感受性回復に役立つと着想した。 
 
３．研究の方法 
（１）味覚感受性評価：ろ紙ディスクによるベースライン味覚定性定量検査（テーストデスク®：
下図）行う。各味を中央が標準となるように5段階希釈された溶液をろ紙に浸透させ舌に置
き、初めて味を認識できる濃度を検査する。味覚認知閾値を決定する。 

（２）口腔内湿潤評価：口腔水分計ムーカス
®（右図）にて行う。測定原理は先端の
静電容量式センサーでインピーダンス
値を交流電流の共振周波数を用いて測
定する。センサーを舌に当てることで水
分量を反映した相対値を測定する。3回
測定した平均値を測定値とする。基準と
しては正常：29.6以上 境界域：28.0～
29.5 乾燥：27.9以下となっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 



（３）味覚記憶リ
ハーサル訓練
（右図） 
Step 1: ろ紙
ディスク法で
味覚認知閾値
を計測。 
Step 2:味覚認
知閾値の一つ
濃い濃度の味
を記憶させ、
それを認知閾
値濃度の味と
照合させる。 
Step 3: 味覚
認知閾値の一
つ濃い濃度の
味を記憶さ
せ、それを認
知閾値濃度の
一つ薄い濃度
の味と照合さ
せる。 
Step 4: 味覚
認知閾値の味
を記憶させ、
それを認知閾
値濃度の一つ
薄い濃度の味
と照合させ
る。 
Step 5: 再
度、味覚認知
閾値を計測。 

 
 
 
このStep1～4の感覚記憶リハーサル訓練を口腔環境が安定した状態の健常者に、4日連続の以下
のプロトコールで行う（下記）。 

 
【評価・解析】 
口腔環境改善後の味覚記憶リハーサル訓練を始める前と味覚リハビリテーションプログラム
終了時に味覚評価。 

 
 



４．研究成果 
リハ群では経時的に、甘味(P<0.01)、塩味(P<0.01)、酸味(P<0.001)、苦味(P<0.05)の 4 つの基
本味とも、日数経過とともに有意に味覚の感受性が高まった。 

 
 
 
これらは両群の最初の味覚認知閾値に有意差はなかったが、4日目の時点でリハ群は非リハ群と
比較して有意に味覚感受性が高まった。（4つの基本味すべて p<0.05、下図）この結果から、味
覚リハビリテーション法は味覚感受性を向上させる可能性があることが示され、味覚障害を改
善させる治療法の一つになることが期待される。 
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